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午後二時。眠たくなる時間に外を見ると、いろんなアイデアが湧いてくる。
　誰かと話したいこと。食べたいもの。好きな匂いから食べたいものまで。思ったまま書き留めてみる。信じられないくらいの創造力が付箋の上に転がっている。
　日記と創造のハーフ&ハーフから生まれたアイデアは、本を書いてみることだった。
　今まで読んだ本たちと、経験と、その場のアドリブで、右も左も分からぬままキーボードに手を伸ばしてみる。
　ジャンル問わず、思いついた物語を思いついた瞬間に近い形で、心にまっすぐ届きますように。




男


　『助けてあげましょうか？』
　黒いジーンズに黄色のパーカー、明らかに小さすぎるグラサンをつけた男は言った。私のなにが分かるのだ。
　私は農家をしている。米だけでなく、様々な旬の野菜を育て、安定した生計を立てていた。しかし、地球温暖化と呼ばれるもののせいだろうか。ここ最近異常気象が続き、晴れの日が長かった。おかげで作物は育たず、今月もギリギリの生活を強いられていた。
　そこで現れたのがこの男だ。深刻な問題を抱えているこの私に気安く話しかけるなどけしからん！
　『お困りなんでしょう？』
　男は続けて話しかけてくる。私の不機嫌が伝わらないのか。しかし困っているのは事実、聞くだけ聞いてみることにしよう。
　『どういうことだ。』
　『雨が降らなくて困ってるんでしょう？』男は笑いながら答え、続けた。
　『雨、降らせてあげましょうか。』
　なにを言っているのか分からない。こいつも温暖化で頭がおかしくなっているのか。とにかく自分を落ち着かせ話を聞く。
　『そんなこと出来ないと思ってるでしょ？』私の話を聞くことなく続ける。まるで全て知っているかのように。
　『できるものならやって欲しいがね。』そんなこと出来るわけないだろう。
　『いいでしょう。ただし条件があります。』男はさらに気味悪く笑う。
　『条件？』
　『はい。それは、私がすることは世界中で起こるということです。例えば私が雨を降らせようとしたら、世界中で雨が降ることになります。』
　『なんだそんなことか。それなら砂漠にも雨が降るし、いいことじゃないか。やってみろ。』
　分かりました、と男はうなずき、聞き取れない変な呪文を唱えた。本当に雨が降るのだろうか。
　男は空を指さし、釣られて空を見るがなにも起こらない。視線を戻すと、男は消えていた。夢を見ていたのか、男は笑っているように見えた。


　翌日、大雨だった。テレビの中の人が、天気予報が外れたことを嬉しそうに伝えている。
　あの男の言った事はホントだったのだ！外を見ても、確かに降っている。夢ではない。私は外に出て声を上げて喜んだ。
　『すごいでしょ。』背後からあの声が聞こえた。
　私は勢いよく振り返り男に感謝した。完全に疑っていたため、罪悪感すらこみ上げてきた。
　男の服装は今日も派手だし、顔はニヤついている。私は嬉しくなって男に頼んだ。
　『私の畑にもっと野菜を増やしてくれ！』この男ならなんでも出来ると信じていた。
　『いいけど、条件はお忘れではないですよね？』
　『もちろんだ。さあ早く！』世界中で野菜が取れるようになって、誰が困るものか。むしろ世界中から称賛を浴びるだろう。食糧危機はなくなり、飢餓で亡くなる子も減るだろう？
　そんな事を考えていると、あの男は消えていた。明日が楽しみだ。

　畑にはたくさんの野菜が実っていた。私は、あの男が神様だと思うようになった。
　そうだ。ニュースだ。今、世界中のメディアが食糧危機を抜け出した事を、嬉々として報じている事だろう。
　しかし、テレビにはどのチャンネルもそのような事は報道していなかった。むしろその逆であった。
　世界中で植物、野菜が増えた事によって蝗害が発生し食糧難に陥っていた。私は驚嘆した。

　男は笑う。男は死神だった。




問題


　A国は困っていた。
　産業で他国に劣っていたのだ。自然環境こそ豊かであったものの、この不安定な世の中を生き抜くには産業の力が必須だった。
　『助けてあげましょうか？』青い短パンに赤いアロハシャツの死神が現れた。
　A国は死神の力を借りることにした。
　『ただし条件があります。それは・・・』
　A国には悩む暇すらなかった。条件を聞くことなく、死神に助けを求めた。
　死神は笑いながら聞き取れない呪文を唱えると、いつの間にか消えていた。

　翌日、A国の元に一つの電報が届いた。
　『タイリョウノセキユガハックツサレタ』A国は飛んで喜んだ。急いで掘り起こせ、という指示とともに、多くの船が海に出た。
　しかし、そこには他国の船がたくさん止まっていた。隣国のB国、紛争の絶えないG国、先進国のL国まで。世界中の船が集結していた。
　死神の出した条件は、
＜欲しいものを近くに生み出す代わりに、世界中からそれを消す＞だった。
　世界中の船が突如消滅した石油を求めて、A国の領海に進入していた。
　死神は笑っていた。これから石油を求めて戦争が始まり、多くの人間が死ぬ事を期待し、ウズウズしていた。

　A国は戦争の恐ろしさを知っていた。あまりに大量の石油が手に余る事を察して、他国に石油を低額で売ったのだ。代わりに、他国から技術の知識を得ることができた。
　他国は安定し、A国も先進国に比肩するほどの技術力を手に入れた。

　死神の期待は裏切られた。あまりに退屈だった。




地獄


　『どうしたら良いっすかねえ。』死神が尋ねる。
　『どうした。』閻魔が答える。
　『最近どうもうまくいかない。人間共が学習してきてるんすよ。』死神は不機嫌そうに伝えた。

　全てを聞いた閻魔は笑って答える。
　『下手くそだな。生み出すものを世界中から消すからダメなんだ。』
　『というと？』
　『逆なんだよ。世界中に増やせば良い。』
　自慢げに話す閻魔に、死神は少し腹を立てていた。
　『それだと争いにならないでしょ。なに言ってんすか閻魔さん。』煽り尋ねる。
　『いやいや、今回の場合はお前が悪い。世界中で爆発的に技術力が上がれば、自国に並ぶ国に抵抗を覚えるだろう？』
　『なるほど。そうと決まれば早く実践しよう。』死神はワクワクしていた。
　『そうだ。現代に飛んでみろ。ちょうど雨不足で悩んでいる農家がいるんだ。そいつがちょうど良いだろう。』
　閻魔は死神を現代に飛ばした。

　『閻魔さん、うまく行きましたよ。』
　二人は笑い合った。










今までの話は、勝手にシリーズ化してみようと思って書いたものです。またいつか誰かを狙ってくるんじゃないでしょうか。
次の話はお試しで書いてみたもの。テイストが大きく違ってます。




日


　部活終わりの外は真っ暗で、寒さだけが感じられた。友達は待っていなかった。
　校門を抜け、駅までの道のりを走る。腹が減った。
　家に母さんはいなかった。代わりに、卓上に冷えた夕食が待っていた。麦ご飯、豆腐の味噌汁、ポテトサラダ、ハンバーグには野菜が添えられている。先に風呂を済ませ、温め直したおかず達に手をつける。管理栄養士の母さんは食事に特に厳しかった。料理番組に度々いちゃもんを付けては不機嫌な顔をし、どう思う？と聞いてきた。テレビだから、と適当に返事を済ませた。
　食器を洗い寝床についた。スマホの通知に目を通す。日付が変わっていた。『明日の時間割なに』に既読をつけ、母さんに返信する。ご飯を食べたこと、もう寝ることだけを告げて寝た。

　台所に母さんがいた。今ご飯作るから、に無意識に安堵する。十五分の魔法で朝食たちが並んだ。昨日の麦ご飯とわかめを足した味噌汁、簡単なおかず。これだけで元気が出る。
　今日も飯を食う。
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